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HPCが拓く固体地球科学の未来：導入
Introduction for Creating future of solid Earth science with HPC
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日本におけるハイパフォーマンスコンピューティング（HPC）は，従来ハードウェア主体で計画が進められてきたが，
次世代 HPC開発では，今後１０?２０年程度の期間で解決すべき社会的・科学的課題への貢献に主眼においた議論が，関
連各分野で進められていた．次世代 HPCに向けた重点課題の FSや基本設計が始まっている．一方，京コンピュータの
戦略プロジェクトは今年最終年度を迎え，成果の取りまとめが進んでいる．本セッションは，固体地球科学分野におけ
る HPCを活用した成果を共有するとともに，HPCの活用が貢献するであろう社会的・科学的課題や課題解決に向けた方
向性についての議論を深めることを目的としている．社会的課題としては，地震・津波による災害軽減に資するものを
中心とし，また科学的課題としては，観測網の充実を背景とした幅広い時空間スケールでの固体地球モデルの精緻化と
それに向けたビッグデータの高速処理・解析を中心として，HPCに直接関わる側と，社会的・科学的課題の解決に向け
た取り組みを行う側の双方が参加し，社会的・科学的課題に対する HPCの役割について議論を深める．そのための現状
についての導入を行う．
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